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令
和
３
年
度
の
畜

産
研
究
所
乳
用
牛
の

採
卵
に
つ
い
て
、
直

近
の
計
画
を
更
新
し

ま
す
。
交
配
種
雄
牛

に
つ
い
て
は
、
精
液

納
入
状
況
に
よ
り
未

定
で
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
受

胎
状
況
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

「評価種別について」
　牛群改良情報におけるホルスタイン種の評価は、昔から使用されているEBV（推定育
種価）・PA（両親の推定育種価の平均）に加え、ゲノミック検査を受けて遺伝子情報を加
味したGEBVとゲノミックのみで評価するGPIがあります。
　一般的に、信頼度が高い順に並べるとGEBV＞EBV＞GPI＞PAの順になりますが、推
定育種価とゲノミック評価は評価の考え方が異なるため、実は単純に比較はできません。
また、それぞれの母集団数（EBV：約14万頭、GPI：約３万頭）の違いから、％順位の比
較も難しいため、当研究所が掲載しているGPIの％順位は、換算表を用いてEBVに換算し
た％順位を使用しています。

「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
６
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2021.2月） 採卵
予定

（直近）
中段：交配予定種雄牛 評価

種別 指数名 数値 ％
順位下段：特徴

ＯＡＣ　ジユリエツト　ブルーマスター　ジータ
（ジュリエット）

1378071128

GEBV

総合指数　　 2134 1

６／24

産乳成分　　 1791 1

未定 耐久性成分　 187 17

乳成分、特に脂肪の改良に貢献する牛。サイズ
は中庸程度。やや座骨高。体細胞スコアは低い。
乳房懸垂はわずかに弱いものの、配置が良く、
ロボットに向く。

疾病繁殖成分 156 4

乳代効果　　 60485 14

長命連産効果 101795 1
ＯＡＣ　ナルル　マツカチエン　ナイツ　アマンダ　ＥＴ

（アマンダ）
1364370464

EBV

総合指数　　 1919 1

６／24

産乳成分　　 1633 2

未定 耐久性成分　 258 9

泌乳量は抜群に優れている。その分乳成分はやや薄目。体
細胞は低いが、空胎がやや長いため疾病繁殖成分はやや低
めである。後肢飛節がやや寄る傾向があるが、肢蹄全体は
問題なく、乳器も良好。サイズは大柄傾向で、座骨高である。

疾病繁殖成分 28 44

乳代効果　　 98865 3

長命連産効果
ＯＡＣ　ボルタ　キングドツク　ボルドー　フオートン

（フオートン）
1354871742

GPI

総合指数　　 1178 8

６／24

産乳成分　　 697 23

未定 耐久性成分　 383 2

飛節は平行で良い。乳器を入れるのに適してお
り、前乳房付着が強く、配置も良好で搾乳性も
良いなど、特に耐久性が優れた牛。どちらかと
言えば大柄で、やや座骨高。

疾病繁殖成分 98 14

乳代効果　　 -15779 71

長命連産効果 29180 34

※色は上位20%以内を示します。
※EBV：推定育種価、GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価です。
※GPI評価の%順位は換算表を用いてEBVの%順位に換算しています。

表　供卵牛情報と採卵計画（６月分）
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畜
産
研
究
所
で
は
乳
用

牛
の
効
率
的
な
育
種
改
良

を
促
進
す
る
た
め
、
超
高

能
力
牛
群
造
成
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
化
事
業
に
よ
り

超
高
能
力
牛
受
精
卵
や
乳

用
雌
牛
譲
渡
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
畜
産
研

究
所
乳
用
牛
の
雌
牛
譲
渡

計
画
は
下
表
の
と
お
り
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入

に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
な
お
、
出
荷
予
定
牛

や
出
荷
時
期
は
対
象
牛
の

状
態
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
牛
群
検
定
成
績

を
基
に
産
乳
成
績
等
の
評

価
を
行
う
た
め
、
検
定
参

加
農
家
の
方
を
譲
渡
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
希
望
や
お
問
い
合

わ
せ
は
、
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
の
流
通
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
の「
乳
用
雌
牛
譲
渡
」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

№ 個体識別番号 生年月日 現在の状態
牛群改良情報（最新2021.2）

総合指数
（※１） % 産乳成分

（※２） ％

① 1344470993 2017.　6.10 ２産目搾乳牛（46日） 1322 6 1069 10

② 1378071104 2017.　8.　9 ２産目搾乳牛（37日） 1349 6 735 22

③ 1378071227 2017.10.15 １産目搾乳牛（346日） 1294 7 1036 11

④ 1378071265 2017.11.17 ２産目R3.6.14分娩予定 1515 4 1378 4

⑤ 1546371487 2018.　6.27 乾乳牛／種付け中 1640 3 1383 4

⑥ 1354871698 2018.11.22 １産目搾乳牛（146日） 1080 11 1113 9

⑦ 1354871728 2018.12.　2 １産目搾乳牛（171日） 1004 13 956 13

⑧ 1354871797 2019.　1.12 １産目搾乳牛（35日） 1407 20 1414 16

⑩ 1354871834 2019.　1.28 １産目搾乳牛（57日） 772 49 566 54

⑪ 1354871971 2019.　5.15 初産R3.5.22分娩予定 1660 13 1492 13

⑫ 1600872080 2019.　7.20 育成牛 111 82 271 69

⑬ 1600872370 2020.　1.13 育成牛 625 58 -80 84

⑭ 1607272586 2020.　4.28 育成牛 1552 16 1173 24

⑮ 1607272746 2020.　7.　2 育成牛 1268 25 1231 22

※１：乳脂率を下げずに、乳蛋白質率の遺伝的改良量がマイナスにならないように、乳量・乳
成分量と生産寿命の改良量が最大となるように、EBV（推定育種価）に重み付けした
指数。

※２：総合指数のうち泌乳能力に関する成分。
表　畜産研究所雌牛譲渡計画
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次
世
代
の
哺
育
管
理
技
術
①

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

伊
藤　

湧
也

は
じ
め
に

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
新
緑
の
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
回
か
ら
次
回
に
か
け
て
「
次
世
代

の
哺
育
管
理
技
術
」
と
題
し
、
世
界
的
な

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
フ
ォ
ス
タ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
社
の
哺
乳

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
全
酪
連
が
２
０
０
５
年

か
ら
普
及
し
て
き
た
強
化
哺
育
®
体
系
を

併
せ
た
一
連
の
技
術
体
系
で
あ
る
「
ス

マ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

及
び
強
化
哺
育
®
体
系
に
即
し
、
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
マ
ッ
チ
し
た
「
カ
ー
フ
ト
ッ
プ

Ｅ
Ｘ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
「
ス
マ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
で
す
。
少
し
の
間
お
付

き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業

　

農
林
水
産
省
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
な
ど
の
先
端
技

術
を
活
用
し
、
超
省
力
化
や
高
品
質
生

産
な
ど
を
可
能
に
す
る
新
た
な
農
業
を

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
「
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
」、「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
酪
農
業
界
も
例
外
で
は
な

く
、
高
品
質
生
産
を
可
能
と
す
る
多
様
な

生
後
40
日
間
が
決
め
手

　

出
生
前
か
ら
生
後
数
週
の
間
で
臓
器
の

細
胞
構
造
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
生

後
56
日
以
内
に
、
子
牛
の
体
重
は
出
生
時

の
２
倍
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
成

長
は
子
牛
の
増
体
率
と
将
来
の
生
産
性

を
決
め
る
重
要
な
時
期
に
な
り
ま
す
。

１
９
８
５
年
に
フ
ォ
ス
タ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ

ク
社
は
給
与
管
理
方
法
が
臓
器
の
細
胞
構

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
よ
る
作
業
の
自
動
化
・

省
力
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

酪
農
現
場
に
お
い
て
、
哺
育
管
理
作
業

は
、
労
力
負
担
が
大
き
い
作
業
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
日
本
に
は
約

４
，０
０
０
台
以
上
の
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
労
力
軽
減
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
代
用
乳
の
品
質
お
よ
び
子
牛

の
栄
養
・
行
動
学
的
側
面
も
考
慮
し
た
、

よ
り
現
場
に
即
し
た
技
術
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
に
全
酪
連

は
世
界
的
な
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ス
タ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ

ク
社
と
技
術
提
携
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ス
タ
ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
社
製
の
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
世
界
製
品
シ
ェ
ア
の
80
％

以
上
を
占
め
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
体
系
に
つ

い
て
も
多
く
の
経
験
と
知
見
が
あ
り
ま

す
。
同
社
は
、
一
連
の
技
術
体
系
を
、「
ス

マ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
命
名
し
、
全
酪
連
の
提
唱
す
る
強
化
哺

育
®
体
系
と
併
せ
て
構
築
し
、
全
酪
連
も

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
最
適
な
代
用
乳
製
品
群

を
持
っ
て
、
さ
ら
な
る
技
術
普
及
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

時
期
に
形
成
さ
れ
る
と
言
え
ま
す
。

次
世
代
の
哺
乳
管
理
技
術
と
は
？

　

次
世
代
の
哺
育
管
理
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
出
生
直
後
か
ら
子
牛
の
発
育
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
生
産
効
率
が
高
く
長
命
連
産
の
牛
を

作
り
、
経
済
効
率
の
良
い
酪
農
経
営
の
基

礎
を
提
供
し
ま
す
。
今
回
は
皆
さ
ま
に
簡

単
に
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

◦
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ン

　
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ン
は
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
哺
乳
体
系
で
す
。
哺
乳
期

間
中
、
子
牛
の
生
理
学
的
に
適
切
な
哺
乳

量
が
給
与
さ
れ
ま
す
。
１
回
の
哺
乳
量
と

哺
乳
期
間
の
間
隔
の
管
理
に
よ
っ
て
飲
み

過
ぎ
を
防
止
し
ま
す
。
離
乳
移
行
期
は
哺

乳
量
を
週
齢
、
ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
量
、
体

重
に
応
じ
て
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
安
定
し
た
ス
タ
ー
タ
ー

摂
取
量
が
見
込
ま
れ
、
離
乳
ス
ト
レ
ス

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
発
育
に
お
け
る
優
位
性
は
生

造
と
成
長
の

違
い
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ

と
を
証
明
し

ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
研

究
で
は
、
体

重
に
対
す
る

相
対
的
細
胞

数
の
増
加

ピ
ー
ク
は
、

生
後
約
40
日

間
に
起
こ
る

こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、

牛
の
生
涯
に

お
け
る
生
産

性
の
基
礎
は

す
で
に
こ
の

涯
を
通
じ
て

維
持
さ
れ
、

よ
り
高
い
活

力
と
生
産
性

の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
あ

ら
か
じ
め
設

定
さ
れ
て
い

図１

図２
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る
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
酪
連
担
当
者
、

ま
た
は
、
機
械
代
理
店
担
当
者
と
相
談
の

う
え
、
個
別
に
調
整
く
だ
さ
い
。

◦
気
温
に
合
わ
せ
た
哺
乳

　

気
温
が
下
が
る
と
、
子
牛
は
体
温
調
節

や
免
疫
系
の
た
め
に
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
大
幅
に
増
え
ま
す
。
気
温
の
変
化

に
応
じ
た
哺
乳
量
の
調
整
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
要
求
量
が
増
え
る
時
期
で
も
子
牛
の

要
求
量
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
温

度
セ
ン
サ
ー
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ア
ン
テ

◦
離
乳
の
個
体
差

　

哺
育
期
間
中
の
子
牛
の
発
育
に
は
、
大

き
な
個
体
差
が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ー
タ
ー

自
動
給
餌
機
を
使
用
す
る
固
形
飼
料
摂
取

量
が
基
準
の
離
乳
、ま
た
は
、フ
ィ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
体
重
計
を
使
用

す
る
体
重
を
基
準
と
し
た
離
乳
の
ど
ち
ら

か
で
個
別
に
離
乳
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
タ
ー
タ
ー
自
動
給
餌
機
は
、
個
体

別
の
必
要
量
を
認
識
し
、
子
牛
が
必
要
な

量
の
ス
タ
ー
タ
ー
を
給
与
し
ま
す
。

◦
Ｃ
ａ
ｌ
ｆ
Ａ
ｐ
ｐ
＆
Ｃ
ａ
ｌ
ｆ
Ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ（
ア
プ
リ
と
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
）

　

ア
プ
リ
と
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
管
理
し
て
い
る
子

牛
の
す
べ
て
の
情
報
を
分
か
り
や
す
い
形

式
で
入
手
・
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
場
所
を
問
わ

ず
に
、
ご
自
身
の
哺
育
舎
内
の
状
況
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
ご

使
用
の
ア
プ
リ
か
ら
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
設

定
変
更
な
ど
も
可
能
で
す
。

お
わ
り
に

　

今
回
、「
ス
マ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
簡
単
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
全
酪
連
が

推
奨
す
る
強
化
哺
育
®
体
系
と
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
マ
ッ
チ
し
た
「
カ
ー
フ
ト
ッ
プ

Ｅ
Ｘ
」
に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
全
酪
連
職
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
に
よ
っ

て
、
哺
乳
量

を
エ
ネ
ル

ギ
ー
要
求
量

に
合
わ
せ
て

調
整
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

図４

図３

（一社）Ｊミルク乳和食サイトより

★材　料（２人分）
　卵………………………１個
　牛乳……………………180㎖
　めんつゆ（３倍濃縮）…大さじ1
　　　しいたけ…………小２個
　Ａ　三つ葉……………４本
　　　かまぼこ…………２切れ

★栄養成分（1人分）
　エネルギー　128kcal カルシウム　　　123mg
　たんぱく質　8.5g コレステロール　138mg
　脂質　　　　6.7g 食塩相当量　　　1.4g
　炭水化物　　8.1g 

★作り方
①卵を溶き、牛乳を少しずつ加えたらめんつゆを入れ
る。
②しいたけは表面に切り込みを入れ、三つ葉は３㎝長
さに切る。
③Ａを茶碗蒸し用の器に入れて①を注ぎ、１個ずつ
ラップで蓋をする。
④深めのフライパンに約３㎝の高さまで水を入れ、沸
騰したら③を入れて蓋をする。卵液が白っぽくなり
表面が固まるまで強火で２～３分、その後とろ火で
７～８分加熱する。

フライパンで作る茶碗蒸し
乳和食レシピ紹介
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第
51
回
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

酪
農
発
表
大
会
開
催

　

４
月
15
日
、
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会

議
主
催
の
「
第
51
回
西
日
本
酪
農
青
年
女

性
会
議
酪
農
発
表
大
会
」
が
、玉
野
市
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
瀬
戸
内
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
一
般
参
加
な

し
、
関
係
者
の
み

で
、
大
山
乳
業
農
業

協
同
組
合
の
発
表
者

の
方
は
、
遠
隔
発
表

と
い
う
形
に
な
り
ま

し
た
。
お
か
ら
く
青

年
部
も
、
本
所
３
階

大
ホ
ー
ル
で
、
リ

モ
ー
ト
視
聴
と
い
う

形
式
に
な
り
ま
し

た
。

［
経
営
の
部
］

・
藤
本　
　

実

（
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
青
年

部
）

・
新
舎　

和
久

（
広
酪
メ
ン
バ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
）

［
意
見
・
体
験

発
表
の
部
］

・
吉
田　

裕
美

（
大
山
乳
業
農
業

協
同
組
合
酪
農
女
性
部
）

・
森
原　

佳
之

（
山
口
県
酪
農
青
年
女
性
会
議
）

　

経
営
発
表
の
部
は
、
備
前
地
区
の
藤
本

実
さ
ん
が
、
家
族
の
時
間
を
大
切
に
「
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
酪
農
」
と
題
し
て
、
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
吉
備
中
央
町
で
41
頭
タ

イ
ス
ト
ー
ル
飼
養
を
さ
れ
て
お
り
、
地
元

農
協
の
人
工
授
精
師
を
経
て
、
平
成
11
年

に
就
農
さ
れ
ま
し
た
。
就
農
後
、
流
下
式

か
ら
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
方
式
に
変

更
と
堆
肥
舎
も
整
備
し
ま
し
た
。
平

成
19
年
に
は
お
父
様
が
亡
く
な
り
、

お
母
様
と
二
人
の
労
働
力
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
自
給
飼
料
生
産

も
難
し
く
な
り
、
経
営
が
苦
し
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
会
議
の

結
果
、
平
成
26
年
以
降
は
、
畜
産
研

究
所
の
判
別
受
精
卵
を
発
情
同
期
化

移
植
し
、
後
継
牛
を
確
保
し
な
が

ら
、
そ
れ
以
外
は
お
か
や
ま
Ｅ
Ｔ
Ｃ

に
和
牛
受
精
卵
移
植
を
委
託
し
て
、

和
牛
子
牛
を
販
売
し
な
が
ら
の
経
営

で
す
。
ま
た
、
分
娩
監
視
装
置
を
設

置
し
て
か
ら
は
、
子
牛
の
事
故
も
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
家
族
と

の
時
間
も
増
え
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
経
営
の
部
で
は
、

第
三
者
継
承
し
て
合
同
会
社
を
設
立

さ
れ
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
入
れ
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ

を
給
与
さ
れ
て
い
る
新
舎
和
久
さ
ん

が
、
意
見
体
験
発
表
の
部
で
は
、
吉
田
裕

美
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
７
月
に
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
者
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

和
牛
子
牛
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

お
二
人
の
全
国
大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
し
て
、
西
日
本
発
表
大
会
の
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

発表者と関係者の皆さん

リモート会場風景
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令
和
３
年
度
生
乳
課
拠
出
金
に
つ
い
て

令
和

３
年

度
の

酪
農

振
興

対
策

へ
の

全
国

的
な

取
り

組
み

に
係

る
中

央
拠

出
金

等
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
１

．
拠

出
金

等
の

対
象

事
業

名
及

び
内

容
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

（
　

）
は

乳
代

精
算

書
の

控
除

の
名

称
区

分
拠

出
金

単
価

（
生

乳
㎏

当
た

り
）

拠
　

出
　

先
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

備
　

考
用

　
　

途
単

　
　

価
［

Ａ
］

消
費

拡
大

資
金

　
　

　（
消

費
拡

大
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

20銭
（

６
銭

減
）

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｂ

］
Ｊ

ミ
ル

ク
事

業
拠

出
金

　
　

　（
Ｊ

ミ
ル

ク
拠

出
金

）
継

続
①

飲
用

等
向

け
５

銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
経

由
Ｊ

ミ
ル

ク
　

Ｊ
ミ

ル
ク

が
実

施
す

る
普

及
及

び
流

通
関

連
事

業
を

実
施

（
生

処
同

額
拠

出
）

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

②
加

工
等

向
け

２
銭

（
前

年
同

額
）

［
Ｃ

］
酪

農
理

解
促

進
広

報
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

促
進

広
報

事
業

）
継

続
受

託
販

売
総

量
４

銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
酪

農
教

育
フ

ァ
ー

ム
関

連
活

動
及

び
消

費
者

交
流

等
、

及
び

ミ
ル

ク
ク

ラ
ブ

等
を

通
じ

た
情

報
発

信
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｄ
］

牛
乳

消
費

促
進

対
策

事
業

　
　

　（
牛

乳
消

費
促

進
対

策
事

業
）

継
続

飲
用

等
向

け
10銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

「
ミ

ル
ク

・
ジ

ャ
パ

ン
」

事
業

の
実

施
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｅ
］

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
等

互
助

基
金

　
　

　（
Ｂ

Ｓ
Ｅ

対
策

等
互

助
基

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

１
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

Ｂ
Ｓ

Ｅ
発

生
農

家
へ

の
経

営
継

続
支

援
及

び
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

リ
ス

ト
、

管
理

物
質

定
期

検
査

に
お

け
る

被
害

農
家

の
損

害
補

填
等

課
税

対
象

外

［
Ｆ

］
需

給
調

整
機

能
強

化
全

国
支

援
事

業
 

　
　

　（
需

給
調

整
機

能
強

化
全

国
支

援
事

業
）

継
続

受
託

販
売

総
量

１
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

生
乳

供
給

情
報

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
ー

維
持

・
保

守
等

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｇ

］
加

工
原

料
乳

等
生

産
者

経
営

安
定

対
策

　
　

　（
経

営
安

定
対

策
積

立
金

）
継

続
加

工
等

向
け

（
希

望
者

に
限

る
）

20銭
（

前
年

同
額

） （
一

社
）中

央
酪

農
会

議
（

生
産

者
積

立
金

は
、中

国
生

乳
販

連
で

管
理

）

加
工

原
料

乳
価

格
の

低
落

時
に

お
け

る
補

填
基

金
事

業
生

産
者

：
国

＝
１

：
３

の
割

合
で

生
産

者
基

金
を

造
成

☆平成30年度より補給金交付の必須要件から外れるため、事業参加は任意となる
課

税
対

象
外

［
Ｈ

］
生

産
基

盤
活

性
化

対
策

・
生

乳
共

販
　

　
　

体
制

維
持

強
化

対
策

資
金

　
　

　
自

然
災

害
時

乳
代

見
舞

金
制

度
　

　
　（

生
産

基
盤

活
性

化
対

策
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

17銭
（

12銭
）

（
５

銭
）

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

計
画

生
産

運
用

途
上

に
お

け
る

需
給

変
動

へ
の

対
応

及
び

生
産

基
盤

維
持

・
拡

大
と

生
乳

共
販

体
制

の
維

持
強

化
へ

の
対

応
、

自
然

災
害

に
よ

る
生

乳
廃

棄
に

対
す

る
見

舞
金

制
度

課
税

対
象

外

［
Ｉ

］
酪

農
理

解
醸

成
活

動
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

醸
成

活
動

事
業

）
継

続
飲

用
等

向
け

５
銭

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

平
成

26年
度

よ
り

中
国

生
乳

販
連

が
実

施
す

る
乳

価
交

渉
及

び
牛

乳
需

要
喚

起
等

に
係

る
経

費
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

参
考

　
全

生
乳

換
算

　（
試

算
値

）
　

≒
　

0.583円
／

㎏
　

①
［

Ａ
］

の
消

費
拡

大
資

金
に

は
、

岡
山

県
酪

農
乳

業
協

会
拠

出
金

及
び

お
か

ら
く

消
費

拡
大

事
業

を
含

み
ま

す
。

　
②

［
Ｅ

］
の

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
事

業
は

基
金

造
成

に
よ

る
運

営
で

あ
り

、
当

該
年

度
当

初
に

造
成

す
る

た
め

、
前

年
度

受
託

販
売

総
量

を
対

象
と

い
た

し
ま

す
。

　
③

［
Ｂ

］
～

［
Ｇ

］
の

事
業

に
お

い
て

実
施

後
に

残
預

金
が

生
じ

た
場

合
は

、
拠

出
実

績
に

応
じ

た
返

還
を

い
た

し
ま

す
。

　
④

［
Ｈ

］
～

［
Ｉ

］
の

事
業

は
中

国
生

乳
販

連
で

管
理

・
運

用
を

い
た

し
ま

す
。

※
今

年
度

よ
り

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
［

Ｅ
］

及
び

生
産

基
盤

活
性

化
対

策
［

Ｈ
］

が
課

税
対

象
外

に
変

わ
っ

て
い

ま
す

。

２
．

拠
出

金
等

対
象

用
途

の
構

図
（

上
記

事
業

を
示

す
）

受
　

託
　

販
　

売
　

総
　

量
［

Ａ
］、［

Ｃ
］、［

Ｅ
］、［

Ｆ
］、［

Ｈ
］

飲
用

等
向

け
［

Ｂ
］−

①
、［

Ｄ
］、［

Ｉ
］

加
工

等
向

け
［

Ｂ
］−

②
、［

Ｇ
］

飲
用

牛
乳

向
け

醗
酵

乳
等

向
け

　
加

工
原

料
乳

（
乳

製
品

）
チ

ー
ズ

生
ク

リ
ー

ム
３

．
拠

出
方

法
　

①
令

和
３

年
４

月
１

日
出

荷
生

乳
か

ら
対

象
と

い
た

し
ま

す
。

　
②

上
記

拠
出

金
・

賦
課

金
名

称
に

係
る

月
別

必
要

拠
出

額
（

用
途

別
数

量
×

単
価

）
を

受
託

数
量

に
応

じ
て

拠
出

を
お

願
い

し
ま

す
。
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ロープワーク研修会のようす

リーフレタスの寄せ植えができました

備
南
地
区
女
性
部
研
修
会（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
）＆

ル
ピ
ナ
ス
会（
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
寄
せ
植
え
）

　

３
月
26
日
、
備
南
地
区
女
性
部
研
修
会

＆
ル
ピ
ナ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
県
庁
畜
産
課
（
現
：
畜
産
研

究
所
）
高
崎　

緑
氏
に
お
願
い
し
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ロ
ー
プ
の
末
端
処
理
、
バ
ッ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
対
策
を
し
っ
か
り
と

行
い
な
が
ら
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（

南
支
所
備
南
事
務
所
）

ク
ス
プ
ラ
イ
ス
と
ア
イ
・
ス
プ
ラ
イ
ス
に

み
ん
な
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
…
が
、
最
初

か
ら
つ
ま
ず
き
、
悪
戦
苦
闘
…
。
資
料
と

に
ら
め
っ
こ
し
つ
つ
、
み
ん
な
で
教
え
会

い
な
が
ら
な
ん
と
か
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
頭
絡
作
成
、
柱
へ
の
ロ
ー

プ
結
び
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
結

び
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
牛
舎
以
外

で
、
普
段
の
生
活
で
も
使
え
る

簡
単
に
結
ん
で
ほ
ど
け
る
結
び

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

後
半
は
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の

寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
１

月
に
行
っ
た
、
花
の
寄
せ
植
え

が
非
常
に
好
評
だ
っ
た
の
で
、

今
回
は
食
べ
ら
れ
る
も
の
の
寄

せ
植
え
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
数
種
類
の
レ
タ
ス
類
と
虫

除
け
と
彩
り
用
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
鉢
に
植
え
ま
し
た
。
美
味
し

く
い
た
だ
け
る
の
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
育
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

人　
　

事

退　

職
（
令
和
３
年
４
月
30
日
付
）

　

菅
田　

祥
介（
事
業
本
部
生
産
支
援
課
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
紹
介

　

今
月
の
表
紙
は
、令
和
３
年
度
（
公
財
）

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
入
学
式
の
写
真
で

す
。

　

令
和
３
年
４
月
６
日　

桜
の
花
も
満
開

の
中
、「
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
第
57
期

生
」
男
性
18
名
・
女
性
12
名　

総
勢
30
名

の
新
入
生
が
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
に
夢
と
希
望
を
抱
き
、
東
は
東

京
、
南
は
石
垣
島
か
ら
と
、
住
み
慣
れ
た

故
郷
を
離
れ
、
蒜
山
の
地
へ
や
っ
て
き
た

若
者
た
ち
は
ま
だ
、
あ
ど
け
な
さ
も
残
る

中
、
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
、
新
し
い
生
活
に

ワ
ク
ワ
ク
が
溢
れ
出
し
て
い
る
よ
う
な
躍

動
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
か
け
て
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
多
く
の
友
を
つ
く
り
、
酪
大
に
来

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
素
晴
ら
し
い
２
年

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
酪
農
を
発
展
さ
せ
る

希
望
の
星
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
津
山
市　

吉
原
謙
一
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、
真
庭
市　

亀

山
幸
永
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一

封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
３
年
３
月
30
日
、
第
２
４
３
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

  

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
２
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
２
年
度
２
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

あ
り
、
や
む
な
く
出
資
減
口
の
申
し
込
み

を
承
認
し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
産
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
も
、
お
か
ら
く
単
独
助
成

事
業
を
行
い
、
合
わ
せ
て
国
及
び
県
の
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。

○
令
和
３
年
度
搾
乳
素
牛
導
入
対
策
事
業

の
取
り
組
み
及
び
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
も
搾
乳
素
牛
導
入
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
国
補
助
事
業
及
び
単

県
補
助
事
業
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

○
参
事
の
任
免
に
つ
い
て

　

笹
野
英
明
の
解
任
と
小
椋
孝
史
の
任
命

を
承
認
し
た
。

○
高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
要
望
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
梁
大
池
山
育

成
牧
場
利
用
組
合
か
ら
の
運
営
支
援
要
望

に
つ
い
て
協
議
し
、
支
援
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。

○
役
員
選
任
規
程
内
規
の
地
区
別
役
員
推

薦
候
補
者
数
に
つ
い
て

　

地
区
別
役
員
推
薦
候
補
者
数
に
つ
い

て
、
改
め
て
協
議
し
現
行
通
り
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
承
認
し
た
。

○
機
構
改
革
に
係
る
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

生
産
診
療
課
の
廃
止
に
伴
う
規
程
の
変

更
を
協
議
し
承
認
し
た
。

○
経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

有
価
証
券
等
の
評
価
に
つ
い
て
、
時
価

の
算
定
に
関
す
る
会
計
基
準
の
適
用
に
伴

う
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
た
。

○
嘱
託
就
業
規
則
、
臨
時
雇
就
業
規
則
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
業
規
則
等
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

嘱
託
・
臨
時
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に

お
け
る
公
民
権
の
行
使
に
か
か
る
対
応
や

母
性
健
康
管
理
に
関
す
る
措
置
等
に
つ
い

て
、
規
程
を
変
更
す
る
こ
と
を
協
議
し
承

認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

役
員
推
薦
委
員
の
変
更
に
つ
い
て
、
評

議
員
会
の
報
告
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度

内
部
監
査
の
報
告
に
つ
い
て
、
定
例
監
事

監
査
の
日
程
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

よ
く
見
る
と
可
愛
い
２
連
葉
、
独
特

の
芳
香
が
あ
り
鋭
い
棘
に
囲
ま
れ
実
る

柚
子
。
ミ
カ
ン
の
仲
間
で
耐
寒
性
が
高

い
と
も
言
わ
れ
る
が
、
蒜
山
な
ど
の
極

寒
地
で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
。
仕
事

中
よ
く
農
家
の
庭
先
に
た
わ
わ
に
生
る

柚
子
を
ジ
ー
っ
と
見
て
い
る
と
、
お
持

ち
帰
り
の
土
産
と
し
て
い
た
だ
く
。
次

第
に
も
ら
う
量
が
多
く
な
り
、
柚
子
風

呂
で
の
消
費
に
苦
情
が
く
る
よ
う
に
な

る
。
困
り
果
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み

る
と
柚
子
ジ
ャ
ム
、
柚
子
味
噌
、
柚
子

胡
椒
、
柚
子
ぽ
ん
酢
と
、
な
か
な
か
レ

パ
ー
ト
リ
ー
豊
富
な
食
材
、
処
理
に
困

る
種
も
煮
詰
め
た
液
が
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
に
な
る
と
か
。
余
す
と
こ
ろ
な
く
利

用
が
で
き
る
優
れ
も
の
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
収
穫
で
き
る
時
期
、
ジ
ャ

ム
作
り
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。
皮
の

み
で
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
中
綿
だ
け
の

ジ
ャ
ム
、
２
品
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。甘
く
煮
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
は
、ト
ー

ス
ト
に
の
せ
て
食
べ
る
。
ま
た
は
柚
子

茶
に
し
て
飲
む
。
甘
い
が
少
し
苦
み
の

あ
る
ジ
ャ
ム
の
方
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

ソ
ー
ス
に
す
る
か
、
牛
乳
豆
腐
に
か
け

る
の
が
定
番
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

余
っ
た
ジ
ャ
ム
の
煮
汁
が
で
き
る
と
、

炭
酸
で
割
っ
て
飲
ん
だ
り
、
時
に
か
き

氷
に
シ
ロ
ッ
プ
に
し
て
食
べ
る
の
を
楽

し
み
に
冷
凍
保
存
す
る
。
酷
暑
の
夏
場

の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
昨
年
は
柚

子
を
合
計
40
㎏
超
煮
込
ん
だ
。
立
派
な

記
録
で
あ
っ
た
が
、
連
日
の
調
理
場
独

占
に
家
族
の
視
線
は
冷
た
か
っ
た
。
で

も
食
卓
で
は
、
必
ず
並
ん
で
置
い
て
あ

る
の
で
満
足
。
今
年
も
ま
た
励
ん
で
み

よ
う
と
思
う
瞬
間
で
あ
る
。

柚
子

菅
田　

祥
介
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入
江
部
長

小
椋
参
事

赤
木
課
長

遠
藤

菅
田
課
長
代
理

神
野
課
長
代
理

大
西
課
長

清
水
所
長

西
原
課
長

本
城
部
長

保
田
課
長

山
本
所
長

土
居

中
尾

片
山 森

崎
小
島

小
山

藤
澤
課
長

奥
野

河
本

湯
浅

花
本 粟

井

日
野

森
中

赤
木

樋
口

妹
尾

英
保

午
道

佐
倉

高
橋

植
月 林

田

片
岡

長
須 山

口

兼
宗

水
島

早
瀬

矢
野 山

中
直
原

守
安

仲矢

総　務　部

生乳課・鏡野ＣＳ

事業本部・流通課

購買課・津山ＳＰ

生産支援課

津山支所・蒜山事務所 津山支所

令和３年
おからく職員
顔ぶれ

鶴井

松下
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延
藤
所
長

松
木
所
長

高
橋
所
長

坂
手

難
波

豊
浦奥

山

西
山

佐
久
間

真
壁（
ヘ
ル
パ
ー
）

尾
崎

廣
金

池
田
所
長
代
理

濵
田

阿
部

青
草

溝
渕大

久
保

田
端

仁
木

岸
本

川
口 馬

澄

髙
田

齊
藤

岡
本

南支所・備南事務所

どうぞよろしくお願いします。

蒜山事務所ヘルパー

津山支所ヘルパー 南支所・びほく事務所

南支所・西大寺事務所・ヘルパー

備南事務所ヘルパー

びほく事務所ヘルパー
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生乳販売量（令和２年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和２年度）生乳販売量（令和元年度） 購買取扱数量（令和元年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～３

４～３

全 国

岡山県

北海道

月

３

３

３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６２２,９０６
７,０６８,２０５

８,７９４
９８,８５０
３４６,０５９

,

２９９,９１０
３,７２０,６６４

８,２１２
９４,７４７
６１,４２２

１７１,３２２
１,６８９,４４４

４５０
２,８６５

１３８,２８８

１５１,６７４
１,６５８,０９５

１３２
１,２３８

１４６,３４９

101.5 
101.1 
100.7 
107.1 
102.2 

106.7 
101.0 
104.2 
108.0 
120.2 

92.6 
106.3 
62.2 
90.9 
95.3 

102.6 
96.7 
99.2 
86.6 
102.6 

5,858

5,638

8,8208,752

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
前
月
の
相
場
の
反
動
も
あ
り
、
一
部
夏
分
娩
へ
移
行
し
た
こ
と

で
、
平
均
価
格
は
78
万
９
千
円
（
前
月
比
４
万
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
中
心
の
取
引
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
弱
含
み

で
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

５月の主な行事
６日　定例監事監査（～７日）
12日　蒜山地区ブロック会議
14日　西大寺地区ブロック会議
17日　第２回役員推薦会議
18日　岡山県削蹄師会役員会
20日　管理職会議
26日　備南地区ブロック会議
28日　理事会
６月

３日　津山地区・真南地区ブロック会議
９日　びほく地区ブロック会議
23日　第８回通常総会

祝
　東山　基前おからく組合長が、春の叙勲で「旭
日双光章」を受章されると発表がありました。
　心からお祝い申し上げますとともに、益々の
ご活躍を期待いたします。
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